
V 奈良時代の遺物

⑩木簡

狭長の薄い木札に墨書 したものが木簡である。藤原・

平城両宮跡をはじめ全国諸遺跡で出上 してお り、平城京

内でも、近年各遺跡の発掘調査によって西隆寺跡、左京

一条三坊 。二条二坊の大・小路側濤などから発見されて

いる。今回の発掘調査でも総計30点の木簡が出土した。

木簡が出土したのは、九・十坪境小路の南側濤 SD

l155お よび九 。十坪のほぼ中央を南北に貫通し、東市の

重要な運搬路であったと考えられる運河 SD 1300(東堀

河)か らである。以下その主なものにつき触れてみる。

SD l155か らは25点 出上 したが、断片、削片が多い。

うち暗渠 SX l165の 西側にある杭列間の暗灰色粘土 と砂

質土からのものは15点 を数える。

(1)・ □□国□□□
〔主力〕               ※

・ □□郷戸主別公小足戸□□匠  151× 15× 6 δθ5ヱ

この木簡は地方からの貢進物につけられた荷札で、戸主

名のみ判読できる。他に「コ 四月十五日」〔(139)× 10

×5 δθヱθ「□君万呂」 GO× 10× (D δθ8Z〕 や「養」。「尾」

などの文字を書き連ねた習書木簡 〔(340)× (18)× 4 δθ′θ〕

がある。  SD l155の 暗渠西側以外のところでは

(21 進上駄一匹功四束匠

(31 東宮青奈 直□匠

がある。(2)は 某所へ進上する駄の功賃を記したものか。

平城宮木簡でも書出しに「進上」、裏面に日付のあるもの

がある。(9は東宮 (皇太子の宮)に供される青奈(青莱 )

の値段を記したもの。(天平11年頃で束別 2～ 3文 )。  他

に「道」「為」の習書木簡 忠171)× 39× 15 δθfθ〕などがある。

(85)× 35× 6   σθ
=θ

(120)× (11)× 2 εθヱθ

一方運河 SD 1300の 堆積層暗灰色粘土と砂層からは

に)・ □年料荏油一斗三升□

コ九年九月廿五日    (155)× (29)× 4 δθ′9

(0 符 民使 彼在□      (158)× 40× 5 δθ
=θ

や「□百廿文□」〔(199)× (11)× 10 δθ8=〕 、「□□□六果

裔
□

」囮 X1211× 4ω割〕など鎌 雌 してい る。卸 よ

某所の一ヵ年分のエゴマ油の量を記 した文書木簡で、在

油は延喜式では美濃などから中男作物 として貢進されてい

る。年紀は「九年九月」 とあるから天平か。(動 は符の形

式の文書である。

木簡ではないが、 SD l155か ら、短冊形の板に人の姿

を描いたもの 2点 と、紙片 3点 も出上している。(39頁参

照 )

※長さ×幅×厚さ (単位mm)で寸法を示す。( )は 欠損につき原寸法不明

を表わす。型式については『平城宮木簡解説 I・ H』 参照のこと。
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◎瓦埠

多数の九瓦平瓦 とともに軒丸瓦23種68点、軒平瓦21

種 225点、鴎尾 1点、道具瓦、埓少量が15坪 を中心 とし

て出上 した。

軒丸瓦には 7世紀前半のものが 2種ある。 Iは素弁八

弁で角張った弁端に珠文を配す。蓮弁中央に稜がある。

中房は突出し、蓮子 1+4を もつ。同絶瓦が横井廃寺で

知 られている。 2は素弁十弁で弁端 に切 り込みをもつ。

中房はかるく突出し、圏線がめ ぐる。蓮子 1+5を もつ。

丸瓦部は玉縁をつ くらず、行基葺である。凸面に縄叩き

目をもつ点が注意 をひく。同範の瓦が海竜王寺にある。

3は 7世紀後半の瓦である。中房は大きく、蓮子 1+

6+12を もつ。外縁は傾斜縁で面違い鋸歯文22が めぐる。

行基葺である。同絶瓦が海竜王寺、興福寺か ら出土 して

いる。出土軒丸瓦の41%を しめる。これと組み合 う軒平

瓦は 4の四重弧文瓦である。幅の広い段顎 をもつ。顎下

面の数個所には本体に達する円孔があ り、これに粘土 を

つめ込んで焼成 している。顎の象」離を防 ぐための特異な

技法 といえる。凸面に縄叩き目を有するものと格子叩き

目のものがある。粘土板桶巻作 l)である。出土軒平瓦の

77%を しめる。

8世紀の瓦は量的に少ないが、種類は多い。その多く

は 5～ 7、 9な ど平城宮所用瓦である。外縁素縁の 8、

興福寺の創建瓦 10な ど軒丸瓦11種、軒平瓦16種に及ぶ。

以上出上 した瓦の大半は 7世紀の瓦であり、その多く

イよ「姫寺」地区か ら出土 してお り、この寺の創建がその

時期にさかのぼることを示 している。なお付言すればこ

の瓦は横井廃寺(奈良市 )、 海竜王寺、興福寺 と同範関係

にある。
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◎ 土

奈良時代から平安時代に属する土師器・須恵器・黒色土

器・施釉陶器が各種の遺構にともなつて出土している。

なかでも東西小路南側濤 S Dl155と 堀河 S D 1300の出

土土器は全体の 8割 を占める。 うち、 SD■ 55の土器は

奈良時代中頃の時期の ものが主体で、土師器がほぼ60%

須恵器が40%、 少量の施釉陶器の組み合せ となっている。

また用途別では供膳用上器が もっとも多く、ついで煮沸

用上器、貯蔵用上器、特殊土器の順 となる。

施釉陶器 中国製青磁や二彩、二彩、緑釉、灰釉がある。

中国製青磁は高さ22cmの 四耳壺で、底部および体部下半

はヘラ削 りによって仕上げ られ、体部上半か ら口縁部内

面に鶯色の釉が施される。越州窯系の製品と思われ、奈

良時代の遺構か ら出土 した資料 としてはまれな例である

(S D H55出土 )。 三彩には鉢、薬壺の蓋があるのいずれ

も小片であるが、内外面に褐・緑・自の二彩釉 を施す。

二彩には花瓶、多嘴壺がある。花瓶 は脚部片で内面は緑

釉単彩を施す。緑釉には、椀・皿があ り、灰釉には椀・

皿・浄瓶があつて、いずれも平安時代のものである。

SDl155出 上の上師器  供膳用上器55%、 煮沸用上器40

%、 その他の特殊な土器 5%で構成される。供膳用上器

には大小の杯・皿・椀・高杯・鉢・盤・蓋がある。各器

種 とも外面をヘラ磨 きしたものが多く、さらに杯・皿 。

高杯の内面は螺旋暗文 十放射暗文で飾 られたものが多い。

また杯・皿の中には燈明皿 として使用されたため、口縁

部に煤の痕跡をとどめたものがある。

煮沸用上器には大小の甕・鍋・甑・電がある。いずれ

も外面が焼けたり、煤が付着 したもので、実際に使用さ

れたことを示 している。大型の甕には両側に把手の付 く

ものと付かないものがある。小型の簑には把手は付かな

いが、片方のみに大 く長い把手の付 くものがある。この

ほかに粘土紐の痕跡を明瞭に残す粗製の鉢形土器がある。

器

S DH55出土青磁壺

寺|

裁|

SD日 55ほ か出土施釉陶器
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SD日 55出 上の上師器 (食器 )
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S D H55出上の上師器 (寵 と鍋 )



S DI155出 上の須恵器 (食器 )

S DI155出上の須恵器 (各種の壺 )
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漆の付着 した杯

SDl155出上の須恵器  供膳用土器70%、 貯蔵用上器20

%、 その他の上器10%で構成されてお り、煮沸用上器は

み られない。

供膳用上器には大小の杯・皿・椀およびそれらの蓋 。

高杯 。鉢がある。杯 。皿の中には燈明皿 として使用され

たものがあり、杯・蓋には硯に転用されたものがある。

貯蔵用土器には薬壷形土器・広口壷・小型広口壺・耳

壺 。長頸壷・小型瓶・浄瓶・横瓶などの重瓶類 と甕があ

る。長頸壺には内面に漆の付着 しているものが多い。

このほかに鉄鉢形土器、大小の平瓶、橋鉢形土器 など

がある。

硯 須恵器の円面硯 8点 。鳥形硯の蓋 1点が出上した。

ここにあげた円面硯は高さ 6 cm、 外堤径13.2cmで 、裾ひ

ろが りの圏台には方形の透 しを8ヶ 所あける。陸部 とそ

の周囲をめ ぐる海部に薄 く墨が残る (S E 1350出 土 )。

鳥形硯の蓋は、頭部を欠失するが、平面形は楕円形を

呈 し、尾にあたる部分には切 りこみをいれている。上面

では端部 と平行に沈線をめ ぐらし、その内側にU字形の

ヘラ刻沈線を施すことで羽毛を表現 している。

漆付着土器  黒色ないし暗褐色を呈する漆の付着した

土器が250点 出上 した。須恵器では長頸壷などの壺類 と

杯・皿 。蓋類および鉄鉢形土器にみられ、土師器では杯・

皿のほかに小型の粗製鉢形土器にみられる。杯・皿には

内面 と底部外面に付着し、口縁外面に付着するものは少

ない。長頸壺では内面のみに付着 している。鉄鉢形土器

には内外面に均―に付着 している。漆付着土器は長頸壷

のように漆を入れる容器、杯・皿・蓋のように漆を使用

する際のパレッ トに利用されたもの、鉄鉢形土器のよう

に漆を塗 ったものなどに分類できる。

円面硯

♀|111 1   locm

漆の付着 した壷 鳥形硯の蓋
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墨書土器  文字ないし記号を上器に墨書 したものが約

500点 ある。このほとんどが S Dl155'S D 1300か ら出

土 した。土師器 と須恵器が各半数あって、器種別では供

膳用上器がもっとも多く、煮沸用土器、貯蔵用上器、そ

の他の上器、器種不明の順である。供膳用上器のうちで

も、墨書のある土器は杯・皿および杯や皿の蓋がほとん

どで、高杯・鉢・盤などの比較的大型の器種は少ない。

墨書の位置は、杯・皿では底部外面、蓋では頂部外面、

甕などの煮沸用上器では口縁部かそれに近い体部外面、

貯蔵用土器の壷類では底部外面の場合が多い。

墨書でまず注 目されるものに、「法所」。「土寺」。「寺」

。「堂」・「紀伊」・「都」・「群」。「家」。「垣」(いずれもSD

l155出土)な どがある。「土寺」は十六坪で検出した寺

院跡 と関連す る名称 であろうか。「法所」は寺院の “法

院"と 関連する用語 ともとれるが、法用司 (続紀和銅 2

年 3月 )な る官司があるように、法所は品物の規格 をつ

かさどる官署を意味するのかもしれない。

人名 。物の名 を表わす ものには「桑内」。「秋万呂」。

「□月女」。「飯女」。「都良」。「鴨」。「種子」がある。

「桑内」は桑内連か。上器の容量を表わす ものに「三合

二勺」がある。「□奉入兵」は上につづ く文字が欠損して

お り、意味未詳。このほかに「讀」、「万」、「成」など一

字のみのものや習書のものがある。

記号には「○」。「tr」 。「十」。「帯」。「十」。「◎」。「Φ」

などがあるが、これらの記号が特定の土器に集中する傾

向はみられない。

このほかに、特殊な例 として土師器の甕の内面や土師

器の皿の底部外面に人の顔 を書いたものがある。人の顔が描かれた上器
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人面上器  土師器の鉢形上器の外面に、顔の輪郭・耳

・眉 。日・鼻 。口を墨書 した人面上器が S D l155、 SD

1300か ら70点 出土 した。人面は土器の体部の二面あるい

は四面に描かれるが、目鼻を誇張し、髭 を加えるものな

ど、表情は様々である。人面上器は一般の鉢形土器 と異

なり、刷毛 目などの調整は行わず、粘土紐の痕跡 を明瞭

に残している場合が多い。口径16Cm前後、高さ8.5 Cm前

後のものが 多い。このほかに、休部に数条の界線を塁書

する鉢形土器がある。形態および製作手法は人面土器 と

同じであり、同様の性格 をもった土器 とみられる。

このような人面土器は長 く患 う人の霊を上器に封 じて

水に流し、病気回復を祈 る儀礼に使用するといわれる。

土馬  土師質の土馬が小片を含めて 224点ある。 SD

l155、 S D1300か ら出上 した。弯曲する体部に棒状の四

肢 をとりつけ、竹管文で目をあらわす。鼻日は省略され

る。背中に粘土紐 を貼 りつけて鞍 をつ くるもの、指押え

で鞍 をあらわす もの、鞍のないものの二種がある。 うち、

鞍の表現のないものが大部分である。いずれも意識的に

破砕したらしく完形のものはない。最大は休長17Cm・ 通

高18cm、 最小は体長1lCm。 通高 7 cmで ある。

土馬は雨乞いのような祈雨祭祀に用いられるものであ

るが、祭万巳遺物 としてはほかに小型の上師質の電形土器

や小型の手づ くね土器がある。

土 馬

人面上器の表情
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漆塗の壷 と匙

◎ 漆 器

小薬壷  扁球形の器体に直立 した短い口縁 と低い高台

をつけた小型の壺。肩部は水平で幅が狭 く、胴部 との境

に稜 をもつ。内外全面に黒漆がかけてあり、素地や下地

加工については不明である。外観から判断する限 り、塗

りが不均等であり、表面の凹凸が著 しいなどの点で、木

胎交結製あるいは爽締製である可能性が強いo胴部最大

径7 0Cmo s E1230出 土。

匙  全面黒漆塗 りの木製の匙。木葉形の匙に40度 ほど

の角度をもって共柄がつ く。柄先は折れてなく、また匙

の先端部 も欠けるが、匙復原長は6 8Cmほ どで、大きさ、

形状 ともに正倉院の佐波理匙に類似 している。広葉樹板

目材製。下地塗 りはないが、つ くりは精緻である。 SD

l155出土。

漆皮箱  牛あるいは鹿の皮革を型抜きしてつ くった箱

の内外面に黒漆をかけたもの。有機質の皮は腐ってなく

なり、今はその両面に塗った漆の膜だけが残 つている。

遺存部分が僅かなので、全形をうかが うことはできない

が、口縁部は外へ折 り曲げるので 2重 になる。身の高さ

5 4cmo sDl155出 土。

冠帽断片 荒 目の編物に黒漆をかけたもので、大小十数

葉の破片 となって出土した。もとの形は判 らない。精粗

様々の編 目が観察されるが、冠各部の曲率の差による違

いであろう。正倉院御物および平城宮跡出土品中に類例

漆度箱

漆皮箱の復原図

診
み
甲

がある。S D H55出 土。

その他の漆器  以上の他に、皿片、細棒片などの添器

がある。いずれも黒浪塗りで、朱漆器は含まない。    冠帽断片
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紙 片

紙・布

紙   S D l155か ら比較的まとまった状態で紙片数枚が

出上 した。写真に掲げた 3点には墨書による文字がのこ

つている。そのうち一片では「水猪」 と読める。何等か

の文書の断片であろうが、意は通 じない。反古 となって

すてられたか、あるいは出上 した紙片にはすべて漆と考

えられる樹脂状物質が付着 してお り、漆をいれた容器の

覆いなどとして再利用されたものと思われる。奈良時代

には 3種の紙を用途に応 じて使い分けていた。経典には

麻紙、文書には椿紙、そして椿に雁皮を混ぜた紙はそれ

らの両様に用いられたのである。本例の紙質に関 しては、

正式な分析を経たものではないが、椿を原料 とした「穀

紙」である可能性が強い。

布  写真の右は麻、左は絹 と考えられる布片である。

どちらも漆あるいは膠によって固まり、黒褐色に変色し

た状態で出土 した。麻布は平織 りで l cm2あ たり経糸11本、

緯糸 9越 を数え、織糸の密度は精粗の中間にあたる。当

時の麻布 としては並品であろう。麻には大麻 と苧麻があ

るが、本例は苧麻製と思われる。細片であるため、どの

ような用途に用いたものか不明。絹は 5片 出上 した。す

べて平織 りで、 lcばあたり経糸、緯糸とも24本 ある。蚕

糸による平組織の織物には絹 と絶:がある。本例は施に相

当するものであろう。いずれも断片で、長さ、幅は復原

し難い。また、先述のように変色が著 しく、染色の有無

は不明である。紙の場合 と同じく容器の覆いなどとして

利用 したものであろう。麻、絹共にS D l155出土。
麻 布絹 布
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廻)木製品

人形  細長い薄板 を加工 して頭・胴 。手足をつ くり、

墨で顔などを表現 したもの。身に生ずる祓れをこれに托

し、水中に投 じて祓い流す、まじない用の人形である。

SD l155か ら3点、S D 1300か ら 2点出上 した。前者は頭

頂が尖 り、首部の切 り欠きが均整な三角形状をなす もの

で、奈良時代前半に比定できる。 S D 1300出 土の 2例は

頭頂が平らかで、首部の切 り欠きの上方が大 きく、しか

も顔の表現が写実的であり、奈良時代末ないし平安時代

初頭まで降ると考えられる。

削掛け  短冊状薄板の上端を圭頭状、下端 を剣先形に

削 り、両 側辺の対称位置に数 回の切 り込み を施 した

もの。今 日の幣の役 目をはたしたもので、水の祭祀に使

ったと考えられている。SD l155か ら22点 ,SD 1300か ら

4点 、S E 1350か ら3点の計29点の出上をみた。切 り込みの

位置 と数により、Bl(両側辺頭都近 くに 1回 )、 B2(頭

部両端近 くに 1回 )、 C(両側辺に 2回以上 )の 3型式

に分類できる。 SD l155。 S E 1350は B.を 主 としB2・ C

を若千含むが、 S D 1300は Blを全 く含まず、B2・ Cのみ

である。人形において見たように、 SD l155と 1300の 間

には古 。新の時期差 を みとめるとすれば BIは B2よ りも

比較的古い型式であると言えよう。
こ
ギ

い
 細い丸棒の一端 を残 し頭部 とし、他を削 り細めた

もの。下級役人が冠帽を髪にとめるために用いた。 SD

l155。 1300か ら各 1点出土。

櫛  細い歯を鋸で挽 き出した横櫛。 SDl155か ら4点

S D 1300か ら 3′ミ出土 した。平面形は長方形で、 3 cmあ

たりの歯数は26～ 30本 である。ツゲ製 (写真左)と イス

ノキ製 (同右)があり、前者はムネの頂が平担、後者は

山形で中央に稜が通 り、両肩がやや丸味を帯びる。

人 形

削器け

-40-



盆と杓子

♀ I 1 1 1 ,cm

高杯実測図

曲 物

下 駄

盆  ロクロ挽 きの自木の盆。外底に低い高台がつき、

中央に十字形の焼印をもつ。広葉樹の横木取 り板 目材製。

直径29.3Cm、 高さ2.3cmo s Dl155出 土。

杓子形木器  長方形の板材を加工 し、匙形の身と共柄

をつ くり出した小型の木器。身の先端が尖るものと、半

月形に丸まるものがある◎いずれも身は凹面をなさぬが、

匙の機能をもったものであろう。他に同様なつ くりだが、

より大型で身の先が直線的なものがある。これは飯 しゃ

もじであろう。 S D l155。 1300か ら 5点出上 した。

高杯  ロクロで挽 き出した白木の高杯。杯部の一部 と

脚が残 り、図のように復原できる。脚の内部を未だ今Uり

抜かぬ未成品であり、本来は漆塗 りになるはずのもので

あろう。広葉樹材を横木取 りする。復原口径 18.2cm、 高

さ9 1cmo SD1300出 土。

箸  木材を小割 りにし九棒状に削ったもの。両端を細

目にするが、本末の区別はない。今 日の祝箸に似る。完

形品が 1点 あり、長22.3cm、 径0.6cmo s D l155出 土。

曲物容器  ヒノキの薄板を円筒形に曲げ、樺縫いしてと

めた側板を、厚手の円形底板に木釘などで固定 したもの。

側板 を備えたもの 3点、底板だけのもの20点が出上 した。

写真の曲物は内面に厚 く漆が こび りつ いてお り、後

述の よ うに漆器工 房 で用いた可能性が強い。他は食物

容器などとして用いたものであろう。尚、側板に方孔を

穿った例および底板中央に円孔を有する例がある。前者

は杓、後者は飢 (蒸籠)あ るいは孔に紐を通 して用いた

甕などの蓋であろう。 SD l155・ 1300、  SE 1230出 土。

下駄   2枚 歯の下駄。台は隅丸長方形で、前方に 1孔、

後方に 2孔の鼻緒孔を穿ってある。歯は撃で切 り欠いて

つ くり出す。磨減が著 しい。針葉樹板 目材製。長26.Ocm、

幅10.9cmo SD l155出土。
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◎ 銭貨・金属製品

和同開珠   SD l155か ら23枚、 SD 1300か ら14枚出土

した。すべて鋳上 りがよく鋳文は全体に角ば り、画線が

比較的細 く、また開を「開」につ くるなど、A型式に属

する特徴をもっている。 SD 1300出 土品のうち 3枚は鋳

造後の鑢や藝による整形を経ず、周縁にバ リをつけたま

まの鋳放し銭である。未成品が出上したことは、銭を製

作する役所である鋳銭司が SD 1300の 上流域にあったこ

とを示すものであろうか。

神功開宝  S D 1300か ら5枚出上した。すべて開の字を

「開」、功の芳を「刀」につ くり、功が大きく幅広であ

り、A型式に属するものである。

帯金具  唐制に傲って官人の用いた腰帯の飾金具 (鈴 )

である。一本の帯は餃具 と徒尾との間の革帯に丸輛・巡

方と呼ぶ形の異なる 2種の鈴を計12個配し、同形の裏金

具を帯裏で鋲留めする。鈴には大小各種があるが、一帯

に用いる錯の大きさは均―に揃え、位階によって大小の

差をつけた。SD■ 55。 1300か ら錬具 5、 九輌 8、 巡方

■が出土した。大きさに4種あるが、どの種にも漆膜を

残す例が多く、六位以下の官人が侃用 した黒漆塗 りの

「鳥油腰帯」の鈴に該当すると考えられる。

銅鉄  頭と脚を一体に鋳出した飾鋲。頭は半球形、脚

は逆角錐形を呈する。 SD l155。 1300か ら各 1本 出土し

た。長さ3.8cmと 3.3cm。

金銅座金具  薄い板金製で中央に円孔があく釘の座金

具。 SD m55よ り2枚出上した。円形および花弁形をな

し、共に僅かに鍍金の痕跡を留める。径2 3cmと 2.OCm。

海老錠  海老に似た形の鉄製の錠前。牡牝 2つ の金具

より成り、図の如 く匙と呼ぶ鍵にあたる金具が加わリー

セットになる。出上したのは牡金具の一部で、施錠のた

めのバネが 4枚残っている。残長9,Ocmo S D 1300出 土。

鉄釘  鍛造の角釘。破片を含め25本 出上した。方頭が

多く、大釘 。折 り釘および鑑が少数ある。長さは14.0～

4.9 cmと 様々である。

座 金

海老錠
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るつ ぼ とふい ご

◎
工房関係の遺物

金属器工房  鋳造に用いた球塙・輪の羽口・鋳型、製

作時に生 じた鉱津、板金の切 り居、佐波理片などのほか

製品を研磨する祗石など、金属器を製作する工房の存在

を示す遺物が、主 として SD 1300よ り出上 した。また、

前項で とりあげた鋳放 し銭 もこの範疇に属する遺物で

ある。鮒蝸 は砲弾形の底部が残る。壁体は砂粒 を多く

含み厚 く、外面から斜格子タタキロで叩きしめてあり、

内面は釉のかかったように透明な被膜で覆われている。鋳

型には銅・鉛の合金に微細な砂 を混入した金型と砂型の

2種がある。どちらも破片であり不確実だが、前者は割

れ日に甲張が残るので、円筒形状の銅製品を鋳たものと

思われ、また後者は鋭のような底の九い器物を鋳造 した

外型 と推定できる。

漆器工房  塗漆用の刷毛、漆撹拌用の箆、同じくその

容器が S D l155よ り出土 した。刷毛は幅 1.2cm、 厚0.5 cm

ほどの細長い軸木の一端木口より割れ目を入れ、ここに

毛を扶んだ後に糸で縛ったもの。毛を深 く埋めこみ、毛

先が擦少する毎に鉛筆の芯を出すように軸を制って毛を

出して用いる。軸に挟まれた部分だけ毛が残存している。

柄先端を欠き、残存長15,7Cm。 箆は細長い板の一端を削

り細めて柄部 とし、他端 を薄 く削って揆形につ くったも

の。先端部に厚 く漆がこび りついている。 4点出上 した。

長さ11～ 22Cm。 木製品の項で触れたが、内面に厚 く漆の

付着 した山物があり、他に同様の底板が 5′ミ出土 してい

る。曲物を漆の容器 として用いたものであろう。尚、内

面に漆膜のついた土器がある。運搬などに際 しては漆を

上器に納めたのであろうか。漆関係の遺物は、漆の付着

した紙 。布 を含め、その大部分が S D l155出上である。

漆器工房が市の北辺にあった可能性が強い。

工具類 。その他  鉄刀子、鉄斧、木製の箆、工具の柄

などの工具類の他、石製紡錘車、ガラス製管玉 。小玉な

どの出土をみた。刀子は切先を欠 くが、切 り出し形の身に

木柄がつ く。鉄斧は小型のもので手斧 となるものである。

刷毛 とへら

刀 子
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